
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈第３回教養講座振り返り〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tajimi H.S. Library News 2 月号 

 
今年度読んだ中で一番おすすめした本紹介

します 

今回の連載テーマ 

 
<本の紹介> 

『汝、星のごとく』 凪良ゆう/著 講談社 

 今回、私が紹介する本は『汝、星のごとく』です。 

この本は、青年たちの恋愛ストーリーです。 

しかし、成長していく中でお金、親、環境などの障害に二

人はとらわれ、そのうちに互いの思いがすれ違って行って

しまいます。順風満帆には進まない、非常に生々しい恋愛

ものとなっています。  

この物語は、男女それぞれの視点で進むため、片方の気

持ちを知りながら、もう片方の心情を知りに行くという、第

三者視点から楽しむことができます。 

切ないけれど、続きが気になる物語です。また、リアリテ

ィーがある内容なので感情移入しやすい本です。本屋大賞

に選ばれたこともあり、普通の恋愛では 

満足できなくなった人に特におすすめ 

です。 

ぜひ読んでみてください。 

 

（担当：１C） 

 

 

 <本の紹介> 

『変な地図』 雨穴/著 双葉社 

『変な家』で大ヒットした雨穴さんの作品です。 

今回は、「古地図」に隠された謎を解き明かします。ミステリー

ホラーで、考察してみるのも楽しい作品になっています。  

読んでいくうちに、話に没頭してどんどん謎が解けていくのが

気持ちよくなってきます。 

小説が苦手な人でも、すらすら読むことができます。 

ぜひ、一度読んでみてください。 

 

（担当：2B） 

 

 

 

 

 

 

<本の紹介> 

『ブラック・ショーマンと覚醒する女たち』  

東野圭吾/著 光文社 

この本は、隠れ家をモチーフにしたバーのマスターとその周り

の人々におこるできごとを描いた短編集です。 

導入がおもしろく、読書に気が向かない人でも読み始めやすい

です。また、短編同士の人物のつながりもあり、飽きずに読み続け

ることができます。 

この他にも東野圭吾のおすすめの本があるので、ぜひ手に取っ

てみてください。 

 

（担当：２A） 

今回も今年度読んだ中で一番おすすめしたい本を紹介しま

す。2/9(月)からは、普段よりもたくさん本を借りることがで

きる春休み特別貸出期間です。気になった人は、ぜひこの機

会に読んでみてください。 

 

図書委員会発行 
2026/2 

〈第５回教養講座振り返り〉 

教養講座アンケートでの質問にリアン先生から回答をいた

だきました！抜粋して紹介します。 

 

Q.今年のクリスマスは何をして過ごしましたか？  

Ａ．友達と台湾へ行きました。いろいろなおいしいものを食べ

て楽しかったです。 

 

Q.オーストラリアのおすすめの食べ物は？  

Ａ．ミートパイ！「chicken parmy」もおすすめです。パイなら

シドニーの「Lode Pies」がおいしくておすすめです。 

 

Q.日本にもオーストラリアにもあるものでオーストラリアの方

がいいと思うものは何かありますか？  

Ａ．コーヒーです。あとは、オーストラリアのチャイラテです。  

 

Q.日本とオーストラリアどちらのクリスマスが好きですか？ 

Ａ．クリスマスケーキは日本の方が好きですが、オーストラリア

です。  

 

Q.オーストラリアでは何をしてクリスマスを過ごしていました

か？ 

Ａ．友だちとご飯を食べたり、お菓子の家を作ったりしていまし

た。プレゼント交換も良くしました。 

 

〈移動書架（エレコン）が直りました！〉 

本を取り出すのに時間がかかり、ご不便をおかけしてい

た移動書架ですが、修理が完了しました。 

移動書架には、隠れた名作や資料がたくさん入っていま

す。気になった人は、ぜひ図書館に足を運んでくださいね。 

 

※移動書架の操作方法は、 

書架に貼ってある「移動書架 

（エレコン）の使い方」をよく 

確認してください。 


